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ＨＰ・メールニュース<№11>
2011年９月1３日
全国のみなさん　浦和であいましょう　
商工交流・研究集会も目前に迫り、埼玉の参加者は700人を突破。１４日には要員責任者会議を開くなど、全国の仲間を迎え入れるための準備をすすめています。

参加者は1270を超え、会場の関係でこれ以上の参加が困難な分科会もでてきました。直前の駆込み申し込みも、できる限り対応させていただきますが、これから申し込まれる方は、下記のパネル、分科会を避けて申し込んで頂きますようお願いします。

また、開催地の地元、浦和民商が「ようこそ浦和へ、おもてなしマップ」を作成しました。浦和は伝統と文化に彩られた「落ちつける大人のまち。個性豊かで魅力的な店がたくさん、ぜひ、この機会に会員の飲食店を訪問し、楽しいひと時を」と呼びかけています。

ぜひマップのお店をご活用ください。
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なお、パネルAの会場は埼玉教育会館から埼玉会館大ホールに変更します。
料飲店はデフレ・不況で、全国どこでも苦戦しています。「接待・交際費の減少、給料・ボーナス減少による終業後の飲食の減少」「サラリーマン縦型社会の崩れ」など時代の変化に直面しています。
「仕事がらみの飲食というより、気の合う集まりを重視」「若い世代は個人店の雰囲気になじみがない」など嗜好の変化もあり、価格も安く、大型チェーン店のマニュアル化された応対に安心感もあり、若い世代がチェーン店にいくという流れになっています。このまま放置すると日本全国チェーン店だらけというおもしろくもなんともない味気ないまちになってしまします。
こうしたなか、チェーン店には負けない魅力ある店づくりを学びあおうとする挑戦や、賑わいを取り戻そうとするスタンプラリー、民商祭りなどの取り組みも広がっています。
　チェーン店になんか負けないぞ～料飲サミットでは、店の魅力を競いあいます。今回のサミットでは、繁盛店の栄冠はどの地域、業者に輝くのでしょうか。

大量生産・大量消費型から個性的で多様な生活スタイルが求められる時代の流れと、グローバル化のもとでこそ多様で多彩なサービス業の発展と未来をどうとらえるのか。震災以降、とりわけ人と人との結びつきの大切さが見直されています。

助言者から、サービスという商品の特性や日本におけるサービス産業の課題についての報告に続き、上尾市で「グループホーム　楽しい我が家」を設立し、小さくても、介護の分野を地域産業のひとつに育てたいと左官職人から福祉事業に転進した取り組み、厳しい物流事情の中で、自社の行動指針を「社会と共に成長し、社会の発展へ貢献する事」におき、顧客の心をつかんで奮闘する運送業、美容室経営の実態など、多様な報告が準備されています。
□サッカーの街、文化の街　URAWA
中山道浦和宿場町の発祥とする浦和。日本最古の開門式運河「見沼通船堀」などでも知られ、江戸時代から続く長い歴史を持つまちです。県都として行政機関が集中し、2001年には政令指定都市さいたま市となりました。江戸時代、沼地の多かったこの地で中山道を往来する旅人に舌鼓をうたせたのが、「浦和のうなぎ」でした。大正時代に開発により沼地がなくなり地場のうなぎはなくなりましたが、うなぎの蒲焼という200年来の伝統の味が受け継がれ、毎年5月には「浦和うなぎまつり」が開かれます。



第６　全国料飲サミット第2弾


【助言者】　八幡一秀（中央大学教授）、森　靖雄（愛知東邦大学）


―チェーン店に負けない店づくり





第17回中小商工業全国交流・研究集会


住民・中小業者主体で持続可能な地域社会の構築を


－グローバル化新時代の課題－　











第５　サービス業の革新とニュービジネス





【助言者】　野﨑俊一（経営総合研究所）











